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■定員      １００ 名 （定員を超えた場合は抽選） 

          受講決定者にはハガキで１０月１０日までに通知します。 

■講座日    １０月２０日（土）１１月１８日（日）１２月８日（土） 

                       １月１２日（土） ２月１７日（日） ３月９日（土） 

■講座時間  午後１時３０分～午後４時 

■会場    山梨県立図書館１階 イベントスペース 

■受講要件  高校生以上で、全６回の出席が可能な方。 

■申込方法  ①ファックス 055-255-1042  ②図書館カウンター 

       ③電子メール kikaku@lib.pref.yamanashi.jp         
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連
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山梨県立図書館ＨＰへ 

■受付期間 

平成３０年 
８月２４日（金）～９月２１日（金） 
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金田一館長連続講座 受講申込書  ※メールの場合、必要事項（氏名（カナ）、住所、電話番号）を入力の上お申込ください。 

氏名（カナ）  

氏名（漢字）  

住所 〒 

電話番号        （         ） 

（切り取り線） 

 初めまして。私は長く、大学や海外で、言葉について考え、お話してきました。成人対象

は一回限りの講演ばかりで、じっくりお話する機会がなく、残念に思っていました。今回、

連続講座を持たせていただいて、今まで考えてきたことばについての考えをまとめて、お話

したいと考えました。お話をすることが好きですが、それはみなさんからいろいろな話を聞

くことができるからです。下記の講座内容の予定通りにいくとはとても思えません。この話

を聞いて、日本語についてよく分かるようになるとは思えません。むしろ、わからなくなっ

てくるだろうと思います。お話が終わって、みなさんのモノの見え方に少しでも変化を起こ

せたら、いいかと思っています。小さな集まりで、お互いに言い合いながら、進めていきた

いので、「寺子屋」と言うことにしました。どうぞよろしくお願いします。  

第１回 平成３０年１０月２０日（土） 

動物のことば 

動物同士のコミュニケーションを考えます。仲

間を作ること、遺伝子保存することが、コミュ

ニケーションの目的にあるはずです。人の中に

もみられるはずです。 

第２回 平成３０年１１月１８日（日） 

何で伝えるか 

私たちは五感で、伝えあいをします。その手段は

どんな問題があるか。なぜ、おとを使っているの

か。基本的にさかのぼって考えます。 

第３回 平成３０年１２月８日（土） 

ことば以前のことば 

ヒトは５万年前に言葉を獲得したと考えられてい

ます。それ以前、何をしていたのでしょうか。 

第４回 平成３１年１月１２日（土） 

ヒトのことば 

今ある私たちのことばは記号言語と呼ばれ

るものです。これは何なのか。二重分節と

恣意性という特性を紹介します。  

第５回 平成３１年２月１７日（日） 

ふんべつすることば 

考えることも感じることも、ことばでして

います。伝えあいだけでないことばの働き

を考えます。 

第６回 平成３１年３月９日（土）      

日本語を作るもの 

ヒトの言葉の中で、私たちの日本語はどの

ようなものなのか、その形から、お話をは

じめます。 

 お問い合わせ 山梨県立図書館 企画振興担当  

           〒400-0024 甲府市北口２丁目８番１号 電話 055-255-1040㈹ 

・全６回受講した方には館長サイン入り修了証書を授与します。 

講
座
内
容 

＊ 参加費は無料としますが、交通費、駐車場代は受講者の負担とします。 

＊ 図書館北側に普通車１５３台の駐車スペースがあります。 

   図書館利用者(受講者)は総合案内・サービスカウンターでの処理により１時間以内は無料、以降３０分につき 

   一般車は１５０円の駐車料金が必要になります。できるだけ環境にやさしい公共機関でご来館ください。 

撮影・タカオカ邦彦氏  


